
Ａ　面 数　学　〔Ｂ問題〕　（特別入学者選抜・大阪府立豊中高等学校能勢分校に係る入学者選抜・
海 外 か ら 帰 国 し た 生 徒 の 入 学 者 選 抜・
日本語指導が必要な帰国生徒・外国人生徒入学者選抜）
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1  　次の計算をしなさい。

⑴　17 ＋ 6 ÷ （ － 2 ）

⑵　（ － 1 ）2 － 10

⑶　3 （ x ＋ 4 y ）－ （ 4 x ＋ 9 y ）

⑷　15ab ÷ 5
2 b

⑸　（ x － 3 ）2 ＋ （ x － 1 ）（ x ＋ 2 ）

⑹　 12  － 7  × 21  

2  　次の問いに答えなさい。

⑴ 　 a ＝ 1、b＝－8 のとき、9 a － 5 b の値を求めなさい。

⑵ 　次のア～エのうち、「ある数 xに 1をたして 2倍した数は 100 より小さい。」という数量の関係を

表す不等式として正しいものはどれですか。一つ選び、記号を○で囲みなさい。

　ア　2x ＋ 1 ＜100　　　イ　2x ＋ 1 ＞100　　　ウ　2 （ x ＋ 1 ）＜100　　　エ　2 （ x ＋ 1 ）＞100

⑶　連立方程式　
⎧ 2x － 7 y＝－1　
⎨
⎩ 6x ＋ y＝ 19

を解きなさい。

⑷ 　二次方程式　x2 － 3x － 28 ＝ 0 　を解きなさい。

Ａ　面
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⑸ 　バスケットボール部の 1年生部員 10 人と 2年生

部員 11 人の合計 21 人が、練習で一人 30 本ずつ

シュートを打って成功した本数をそれぞれ記録した。

右の図は、その記録を箱ひげ図に表したものである。

次のア～エのうち、右の図からわかることとして

正しいものはどれですか。一つ選び、記号を○で囲み

なさい。

　ア　 1年生の記録の中央値は、15 本である。

　イ　 2年生の部員の中で記録が 20 本以上の生徒は、3人以上いる。

　ウ　 2年生の記録の最大値は、1年生の記録の最大値より大きい。

　エ　記録の四分位範囲は、1年生と 2年生で同じである。

⑹ 　二つのさいころを同時に投げるとき、出る目の数の積が 16 の約数である確率はいくらですか。

1から 6までのどの目が出ることも同様に確からしいものとして答えなさい。

⑺ 　右の図において、立体ABCD － EFGH は直方体であり、

AB＝ 4 cm、AD＝ 3 cm、AE＝ 6 cmである。Iは、辺BF上

の点である。A と I、I と G とをそれぞれ結ぶ。AI ＝ IG

であるときの線分BI の長さを求めなさい。

⑻ 　右の図において、mは関数 y＝ ax2（ a は正の定数 ）の

グラフを表し、ℓは関数 y＝－2 x のグラフを表す。Aは

x軸上の点であり、その x座標は 7である。nは、Aを通り

ℓに平行な直線である。Bはmと nとの交点のうち x座標

が正の点であり、その x座標は 5である。 a の値を求めな

さい。答えを求める過程がわかるように、途中の式を含めた

求め方も説明すること。

2 年生

1年生

10 19 22 25（本）13 16

A

E F

GH

I

D C

B

A

B

O

mn y

x

ℓ



Ｂ　面

― 　3　 ―

3  　Eさんは、右の写真のように紙製のコップとボウルが重ねて
あるようすに興味をもち、それぞれの個数と重ねたときの高さ

との関係について考えてみた。

　 　図Ⅰは、重ねたコップを表した模式図である。「コップの個数」

が 1個のとき「重ねたコップの高さ」は 80 mmであるとし、

「コップの個数」が 1個増えるごとに「重ねたコップの高さ」は

6mmずつ高くなるものとする。

　 　図Ⅱは、重ねたボウルを表した模式図である。「ボウルの個数」

　 が 1個のとき「重ねたボウルの高さ」は 40 mmであるとし、「ボウルの個数」が 1個増えるごとに

「重ねたボウルの高さ」は 4mmずつ高くなるものとする。

　　次の問いに答えなさい。

⑴ 　図Ⅰにおいて、「コップの個数」が x個のときの「重ねたコップの高さ」を ymmとする。

　① 　次の表は、xと yとの関係を示した表の一部である。表中のア、イに当てはまる数をそれぞれ

書きなさい。

　②　xを自然数として、yを xの式で表しなさい。

　③　y＝ 182 となるときの xの値を求めなさい。

⑵ 　Eさんは、図Ⅰのように重ねたコップと図Ⅱのように重ねたボウルについて、それぞれの個数と

重ねたときの高さを比べてみた。コップの個数とボウルの個数が同じであり、重ねたコップの高さが

重ねたボウルの高さより 100 mm高いときの、コップの個数を求めなさい。
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重ねた
コップ
の高さ 重ねた

ボウル
の高さ

x 1 2 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 8 ･ ･ ･
y 80 86 ･ ･ ･ ア ･ ･ ･ イ ･ ･ ･
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4  　図Ⅰ、図Ⅱにおいて、△ABCは∠ABC＝ 90 °の直角二等辺三角形である。Dは、辺BC上にあって
B、Cと異なる点である。△AEDは∠AED＝ 90 °の直角二等辺三角形であり、Eは直線ACについて

Bと反対側にある。Fは、辺 EDと辺ACとの交点である。

　　次の問いに答えなさい。

⑴　図Ⅰにおいて、

　① 　AB ＝ a cm とするとき、△ABC を直線 AB を

軸として 1回転させてできる立体の体積は何 cm3

ですか。円周率をπとして、 a を用いて表しなさい。

　② 　△ABD ∽ △AEF であることを証明しなさい。

⑵ 　図Ⅱにおいて、AB ＝ 5 cm、DC ＝ 2 cm である。

Gは、Eを通り辺 BCに平行な直線と辺ACとの交点

である。

　①　辺AEの長さを求めなさい。

　②　線分GFの長さを求めなさい。
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